
文芸（詩・詩論）、社会(沖縄）ご担当者様
2025年10月中旬配本予定

新刊　小舟舎 ツバメ出版流通取扱

ISBN978-4-908160-15-8 C0095 ¥2000E
A5版 / 152頁 / 2,000円＋税 / 限定200部

戦後 80 年、社会の一隅で暮らしにまみれ、

あらゆる困難と闘い敗れて、惜しくも彼岸へと旅立った、

多くの「平和」のなかの無名の使者たち。

作者は、彼らへ加担をひそかに宣言しつつ、

死者との「二人三脚」の道程を踏みぬくなかで、

さまざまに変容する言語世界の展開をこころみる。

小舟舎 https://kobunesha.com/
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新刊 新城兵一詩集
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フィヌクトミャーク新城兵一詩集

月桃の花・日付―梅雨の死者（一）・日付―梅雨の死者（二）

・盟友（改題「お友達」）・塔―わたしの死者・師走・盟約―死

者への加担・待つ（一）・待つ（二）・秋空・死者／使者・臭う・

空のどこかで・錬成・就寝までの（改題「無用歌」）・風／声

・悲鳴・十一月―亡き母を想う

Ⅱ

不可視・風・眼を閉じて・たれでもないものの詩―非「沖縄人」

宣言・海・風・擬態論・夏の歌・遥かなここへ・空そして四大

Ⅲ

Ⅰ 瞳・少年期（夢日記）・空―いたみとにがさ・上着

新城　兵一（しんじょう　たけかず）
1943 年宮古島市（旧城辺町）字
新城 833 の 2番地で生を受ける。
『未決の囚人』、『流亡と飢渇』など
十数冊の詩集を刊行。
評論集『生存と仮構』、『負荷と転位』、
その他評論多数あり。

新城兵一　詩集
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